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3管水路用マイクロ水力発電システム概要



4
多様なビジネススキーム

※上記ビジネススキーム以外にも対応していますのでご相談ください。

コストのかからない「場所貸し」ビジネススキームのご提案



5管水路用マイクロ水力発電システムの導入実績



6水道施設ならではの特徴

１）水利権は水道事業体に属しているため、水力発電システムを導入するため水利権

を整理する必要が無い。

２）水道施設への小水力発電の導入は、水道事業者が進める 安全、安定、安心な

水の供給に従ったシステムの設計と水運用が必要となる。

３）既設配管を利用し水力発電システムを設置することが多いため、スペースに余裕が

無いなど設置条件が厳しいところが多い。

４）水道事業者の職員は減少傾向にあるところが多く、小水力を自力で導入し運用

できる事業体が限られる。

５）水道施設の未利用エネルギーの活用により水道料金以外の収入が得られる。



7
導入事例１ 概要



ピットイン
8導入事例１



9導入事例２ 概要



地上設置
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導入事例２
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導入事例３ 概要



ピット新設、断水、不断水分岐工事
12

導入事例３




